
北海道上川高等学校

問い合わせ先：電話番号０１６５８－２－１４６９

Ⅰ 学校の概要

１ 児童生徒数，学級数，教職員数

（平成２３年２月現在）

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 計

学級数 ２ ２ ２ ６

生徒数 ６８ ６１ ４４ １７３

校長１ 教頭１ 教諭１８（国語２ 社会２ 数学３ 理, , , , ,
科３ 保健体育２ 英語３ 家庭１ 商業１、情報１） 養, , , , ,
護教諭１ 実習助手１ 事務長１ 事務主任１ 主任主事, , , ,
１計２５中高一貫教育講師２（音楽、美術）, ,

２ 地域の概況

上川町は北海道のほぼ中心に位置し、我が国最大

の山岳自然公園である大雪山国立公園に近く、自然

環境に恵まれている。

また、北海道で最長の河川である石狩川の源流に

最も近い高校であり、標高３４７ｍと北海道内でも

３番目に高い位置にある高校でもある。上川盆地の

東端に当たり、気温の年較差が大きく、積雪も北海

道内では多い方である。

３ 環境教育の全体計画等

本校は平成１４年度から北海道で初めての連携型

中高一貫教育を導入した。連携のテーマである「私

たちの風土」のもと 「生徒一人ひとりの夢の実現、

－豊かな自然の中でゆとりを活用し、多様な連携・

交流を創造 することを目指し 中高連携の柱を ６」 、 「

年間の一貫した地域・環境学習及び進路学習」とし

て教育活動を展開しており、ＧＬＯＢＥ活動は本校

の環境学習の中心的な役割を担っている。

「 」（ 「 」）本校の 総合的な学習の時間 名称 大雪基礎

は、１・２学年に各２単位設定されており、１学年

では地域・環境に関わる体験的な学習活動を多く取

り入れている。その中で町内の石狩川定点水質調査

を５月から１０月まで実施している。その他、有志

の活動としてＧＬＯＢＥ委員が石狩川の水質に関す

る研究や発表活動を行っている。

また 「大雪基礎」では「北海道アウトドアガイ、

ド」の基礎分野の学習を取り入れており、大雪山を

中心とした自然・北海道学、救命救急法、ガイド技

術など、幅広く様々な視点から、身のまわりの地域

や自然を見つめる学習を行っている。その中で、実

際のアウトドアガイドの方など環境問題に詳しい専

門家を外部講師として招聘し、講演も行っている。

さらに、学校設定科目「大雪研究 （３年選択）」

、 「 」 、では １・２学年の 大雪基礎 の内容を発展させ

課題研究に取り組んでおり、授業で取り組んだ活動

を土台として、外部の環境関連の発表会へポスター

を出展している。

課外活動としては、有志を募り、９月の紅葉の時

期に上川町が運行するシャトルバスに添乗し、大雪

山の自然や歴史について説明するネイチャーガイド

に取り組んでいる。

Ⅱ 研究主題

地域に根ざした環境教育の在り方についての研究

Ⅲ 研究の概要

１ 研究のねらい

( ) 自ら考え、自ら学び、自ら行動する生徒の育1
成

( ) 科学的な見方や考え方及び自然環境の保護・2
保全に関する態度の育成

２ 校内の研究推進体制

(1) 研究推進体制

① 理科

石狩川水質調査及び石狩川水質調査発表会の

計画にあたっては、観測項目や観測方法を検討

。 、 、する 実施にあたっては 測定方法等について

生徒へのガイダンスやＧＬＯＢＥ委員への指導

を行う。また、他の科目等との連携を図り、研

究推進の取りまとめを行う。

② 情報科

石狩川水質調査発表会の準備において、コン

ピュータの活用方法などを指導する。

③ 各学年・総合担当者

総合的な学習の時間を利用した水質調査にお

いて現地指導を行う。また、発表会準備等にお

いて指導を行う。

(2) 観測体制

① 石狩川水質調査

第１学年において、５月から１０月まで毎月

第４火曜日の５・６校時に「大雪基礎」の授業

を利用して、町内を流れる石狩川及びその支流

である留辺支部川の４箇所で定期水質調査を行

っている。また、札幌までの石狩川遠征水質調

査や冬の定期水質調査はＧＬＯＢＥ委員で行っ

ている。

水質調査項目は気温、水温、ｐＨ、透視度、

ＣＯＤ、電気伝導度、リン酸イオン含有量、溶

存酸素量、アルカリ度、硝酸イオン含有量、亜

（別紙様式２）



硝酸イオン含有量の１１項目である。

② 自然観察

水質調査の際に、自然観察を行っている。観

察項目は、川、雲、土壌、動植物の状態等をス

ケッチするなどして記録した。

(3) 観測機器などの設置状況

① 水質調査

以下の用具を常備している。

温度計、ｐＨメータ、電気伝導度計、ＧＬＯ

ＢＥ推奨のアルカリ度用・溶存酸素用セントラ

ル製テストキット、ＧＬＯＢＥの測定項目以外

のＣＯＤ用・リン酸用・硝酸用・亜硝酸用パッ

クテスト、透視度管、川での危機回避のための

ライフジャケットと救命ロープ、釣り竿式の採

水袋。なお、パックテストの試薬は、随時補充

している。

３ 研究内容

(1) グローブの教育課程への位置付け

① 水質調査は「大雪基礎」の時間に位置付け、

冬期間の測定や発展的な学習活動はＧＬＯＢ

Ｅ委員が行う。

(2) グローブを活用した教育実践

① 本校における水質定点観測

本校は石狩川の源流部近くに位置している。

この特色を活かし、本校のＧＬＯＢＥ活動の重

点を水質に置き、定点観測を行っている （図。

１）

図１ 石狩川定期水質調査の様子

学校の近くには、石狩川に支流の留辺志部川

が流れ込んでおり、その支流の水質への影響を

調べるために、石狩川の本流で２カ所、支流で

ある留辺志部川とエチャンケップ川に２カ所の

計４カ所の観測地点を設けた。また、町内の下

水処理場の影響を調べるため、処理水が流入し

たあとの石狩川にも観測地点を設け、合計４カ

所とした （図２）。

図２ 町内水質調査観測地点

観測日は毎月第４火曜日を基準日とし、５・

６校時の「大雪基礎」の時間に、第１学年全員

で５月～１０月まで毎月測定した。

事前指導としては、今年度、新入生オリエン

テーションの中で、本校のＧＬＯＢＥ活動の成

果や活動の意義等を新１年生に説明した。そし

て、第１回定期水質調査の前に「大雪基礎」１

時間を配当し、水質調査オリエンテーションを

行った。このオリエンテーションでは、昨年度

測定を実施してきた２年生が１年生に対して測

定方法の指導を行った。２年生は 「大雪基礎」、

、 、の時間を利用して 各項目について担当を決め

担当項目について改めて整理し、１年生への指

導に備えた。

２年生の生徒の感想の中には「実際に伝える

のは難しい 「教えるためには、自分がしっか。」

りと内容を知っていなければならない 」と述べ。

られており、この活動を通じ、さらに水質調査

について理解を深めることができ、人へ伝える

。ことの難しさも学ぶことができたものと考える

② 上川町の自然を学ぶ「大雪基礎」

「 」本校の総合的な学習の時間である 大雪基礎

、 、では ＧＬＯＢＥ活動である水質調査のほかに

上川町の自然についても学習する。２年生まで

の２年間で学んだ学習内容により 「北海道アウ、

トドア基礎資格」が得られる。

図３ 校内巡検の記録シート

（別紙様式２）



（別紙様式２）

「大雪基礎」の内容は多岐にわたり、北海道

の自然に関すること（図３参照、植物の葉の観

察など 、アウトドアガイドに関することなどが）

。 、含まれている 上川町の動物に関する授業では

、 、ヒグマに関する内容を多く扱っており 昨年度

ヒグマの肉を食す授業を試みた。ヒグマは、上

kg川町の畜産農家で捕獲されたもので、３００

を超える大物であった。味は、よく言われる臭

みはほとんど感じられず、塩、こしょうで炒め

るのみの調理でもおいしく、生徒には好評であ

った （図４．参照）。

図４ 「ヒグマを食す」授業

③ 学校設定科目「大雪研究」

３年生を対象として学校設定科目「大雪研究」

を開講している。今年度の選択者は１７名であっ

た。この科目は「班別個別課題研究」と「地域自

然学習」の２本立てで行っている。

「班別個別課題研究」は身近な自然に関するも

の、上川町の歴史・産業に関するもの、北海道の

食材に関するものからテーマを決め、６～９月に

個別の計画をたて調査を行いまとめるものであ

る。今年度はこのまとめを水質調査発表会で報告

。 「 」「 」した テーマは 上川町の動物 上川町の植物

「おいしい山の水 「上川町の特産品 「上川のラ」 」

ーメン」等であった。

図５ 動物調査（シマヘビの捕獲）

図６ 「おいしい山の水」調査

それぞれの班が主に自転車で上川町の山・川・森

を調査し、豊かな自然を実感したり、町民の努力に

よって開発された食品を味わうことができた。

地域自然学習においては４月は学校の花壇づく

り、５月はジャガイモ植え付け・上川公園の生物観

察、６月には山菜料理、９月はヤマブドウのシロッ

プ作り、１０月は収穫した川魚・ジャガイモ料理、

ヤチネズミのぬいぐるみ作り、１１月には熊肉・鹿

肉料理等を行い、これらの報告を班別課題研究とと

もにまとめ水質調査発表会で報告をした。また１月

には上川小学校に出向き、小学生とともに水質調査

を行った。

図７ ジャガイモの植え付け

図８ 山菜（ギョウジャニンニク）料理



図９ シロップづくり

④ 石狩川水質調査発表会

平成２２年１２月１６日（木 、１年間の水質）

調査結果をまとめ、考察し発表するため、上川町

かみんぐホールにおいて第９回北海道上川高等学

校石狩川水質調査発表会を開催した。

今年度も、計画的に「情報Ｃ」と「大雪基礎」

の時間を使い、情報科及び「大雪基礎」を関連さ

せて準備を進め、その成果のまとめや準備のため

の時間数を十分に確保することができた。また、

発表方法やプレゼンテーション資料の作成につい

ては、情報科教諭により専門的な指導をすること

ができた。このことにより、理科教諭は科学的な

内容へのアドバイスに集中して指導することがで

きた。

生徒達は、データをまとめる中で生じた疑問を

もとにテーマを設定した。

図１０ 水質調査発表会での発表の様子

発表会には、専門分野で活躍されている方々を

はじめ、上川町立上川中学校２、３年生や多くの

町民が訪れた。講師には、ＮＰＯ法人当別エコロ

ジカルコミュニティーの山本幹彦氏に来ていただ

いた。

また、発表会では１年生による調査発表だけで

はなく、ＧＬＯＢＥ委員による発表として 「第、

６回グローブ日本生徒の集い」に参加した２年生

６名、カナダでの海外派遣で水質調査を行った２

名（カナダの自然に関する発表 、３年生「大雪）

研究選択者全員が発表を行い、各方面の方々より

お褒めの言葉をいただくことができた。

⑤ 中学校との連携～地域環境学習～

平成２２年５月１９日（水）の半日日程で中高

合同総合学習として地域環境学習を行った。内容

は、中高一貫で連携している上川中学校の３年生

と本校２年生が町内を流れる石狩川の水質調査を

行うものである。例年 「高校生が中学生に指導、

する」ことに重点を置き、活動を行っている。

高校生は、測定項目別に担当を決め、責任を持

。 、「 」ってその指導にあたる そのために 大雪基礎

を２時間配当し、準備を行った。

当日は、初めに講師である山本幹彦先生から、

「水」についての講演をしていただいた。地球上

の淡水は、水全体の２．５３％、そのうち利用で

きる淡水は、０．８％であり、いかに淡水は貴重

であるかを１００杯の水を用いて説明されてい

た （図１１参照）。

図１１ 地域環境学習での「淡水」の説明

続いて、水質調査を行う前に中学生との親睦を

図るため、アイスブレイクを実施した。この「ア

イスブレイク」は、グローブ日本生徒の集いでも

行われているもので、それを参考に今年度から取

り入れた （図１２参照）。

図１２ 地域環境学習での「アイスブレイク」

（別紙様式２）
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アイスブレイクでは、自然に中学生との会話が

弾み、和んだ雰囲気となった。屋外での水質調査

では、高校生がそれぞれの測定項目を中学生に丁

寧に指導していた。また中学生も分担された項目

以外にも積極的に調査に加わっている様子もたく

さん見られた。今回は細かい測定指導を教員が行

わなくても円滑に行われ、当初の目的が果たされ

る良い内容となった。

図１３ 高校生による中学生への水質調査の指導

⑥ ＧＬＯＢＥ委員による課外活動

ア 石狩川遠征水質調査

上川町は石狩川源流部に近く、水質は雪解け

の時期を除いて汚染のないきれいな値を示すと

考えられる。そこで石狩川下流域でのデータと

比較することによって、町内での水質がどれく

らいきれいかを知る必要がある。そのため、毎

、年夏期休業中に石狩川遠征調査を実施しており

今年度は７月３０日（木）に実施した。ＧＬＯ

ＢＥ委員の全学年の生徒が３つのグループに分

かれて実施した。

図１４ 石狩川遠征水質調査での様子

調査当日は、大雨となり、石狩川の川幅がと

ても広く川岸まで近づけない地点もあったが、

生徒たちは精力的に臨んだ。

一連の調査の中で気になるデータが観測され

た。それは、上川町中心部よりも上流に位置す

る地点で石狩川の支流にあたる「白川」で、溶

、 。存酸素４ 電気伝導度１３４という値となった

通常、上川町内では、溶存酸素は１０程度、電

気伝導度は６０程度となることから、通常から

は突出した値となったことが伺える。この理由

を生徒たちと調査した結果、白川近隣の家畜の

糞尿の影響と推測された。

また、上川町内の年配の方から伺った情報に

よると、上川町内「天幕」付近にかつてゴミ処

分場があったとのことで、現地に赴いた （図１。

５参照）大自然にあふれる上川町と今まで考え

てきたが、違った一面もあることがわかった。

図１５ 上川町内「天幕」のゴミ処分場

イ 宮島沼水質調査

宮島沼は美唄市に位置しており、今年度は、石

。 、狩川遠征水質調査の対象の湖沼とした 宮島沼は

ラムサール条約に登録され、例年９月から１０月

にかけて数万羽の渡り鳥が飛来する沼として知ら

れている。大きな沼ではないので、渡り鳥の糞尿

の影響を大きく受け、汚濁の程度が酷い。見た目

に濁りがあった。ＣＯＤも値が振り切れる程であ

った。今後、可能な限り渡り鳥の飛来時期に合わ

せて実施することで、興味深いデータが収集でき

る調査となると考えている。

図１６ 宮島沼水質調査



（別紙様式２）

ウ 大雪ダム水質調査

「水深によって水質は変わるだろうか？」とい

う生徒たちの素朴な疑問からこの調査がスタート

した。かつての報告書にて、夏季には水深によっ

てｐＨが大きく異なり、植物プランクトンが光合

成を行うとアルカリ性になることから、水深によ

る植物プランクトンの分布がわかるのではないか

と報告してきた。

本報告では、水深による水質を夏季と冬季で比

較することを試みた。水の密度は、温度によって

異なり、４℃の時に最大になることから違いが見

られるのものと期待した。

、 、調査は 大雪ダム管理事務所職員の協力のもと

夏季はモーターボードで湖心まで移動して測定し

た （図１７）冬季は、スノーモービルに同乗さ。

せていただき、厚さ７０cm程度の氷に穴を開け、

水質調査を行った （図１８）。

図１７ 大雪ダム水質調査（夏季）

図１８ 大雪ダム水質調査（冬季）

夏季の水温のグラフを図１９に、冬季の水温の

グラフを図２０に示す。両グラフとも横軸はダム

の水深（ｍ 、縦軸は、水温（℃）である。）

図１９ 水深[ｍ]と水温[℃]の関係（夏季）

水深による温度の傾斜は、夏季と冬季で逆転す

ることがわかった。夏季は、水深によって日光の

届き方が弱まるので深くなるほど水温が下がり、

冬季は逆に水温が上昇する。水の密度による温度

の変化も観察することができた。

残念ながら他の水質調査の項目は、装置の故障

により測定することができなかった。

図２０ 水深[ｍ]と水温[℃]（冬季）

エ 雪解け水の調査

上川町にも日によって異なるが、汚い雪が降る

と前回の報告書にて述べた。汚い雪とは、電気伝

導度が高く、酸性の雪のことである。

ただし、酸性雪も積雪し雪のまま存在している

かぎりでは、環境には影響を及ぼしてはいない。

実際には、雪に含まれる成分が溶け出し、自然に

放散されることが問題である。私たちは、雪に含

まれる成分がどのように溶け出していくかを追跡

することにした。

町内にある「山下公園」の積雪から滴る水を採

取し、その雪解け水を経時的にサンプリングし、

ｐＨ、電気伝導度（ ）を測定した（図２１ 。EC ）



図２１ 雪解け水の調査

結果を図２２、図２３に示す。

グラフが示す通り、雪の溶け初めは、急激に電気

伝導度値が上昇し、ｐＨ値は酸性側へと変動した。

ピークに達した後、一気に電気伝導度は下降、ｐＨ

は中性側へとシフトし、真水へと近づいていった。

また、電気伝導度値とｐＨ値は、上下で反転してい

るが、ピークでの日時は共通していた。この結果か

ら、雪に含まれる成分は、初期のうちにほとんどが

溶け出されることがわかった。経験上、凍らせたス

ポーツ飲料を溶けないうちに飲むと非常に甘く、溶

けきった頃に飲むと味が薄くなることを、生徒も理

解できていた。文献を調べ、酸性に起因する成分が

雪解けの初期に一気に放散される現象を「アシッド

・ショック」と呼ぶことがわかった。

図２２ 雪から滴る水の経日変化（ＥＣ）

図２３ 雪から滴る水の経日変化（ｐＨ）
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当初、上川町内の川の水には汚染源をもたない

と自負していたが、前回報告した「積雪の水質調

査」および「雪解け水の調査」を通して、汚染さ

れた雪が降り（降ることもあり 、しかも自然へ）

、 。と放散されていることを確認し 驚くことなった

オ 土壌の研究

上記の「石狩川遠征水質調査での白川の水質」

および「雪解け水の調査」を通して、上川町の川

の水にも汚染源があることがわかってきたところ

であるが、ＧＬＯＢＥ委員会が月に一度、測定し

てきた石狩川本流の水質調査では、水質に異常値

があるとの話は、長年の調査でも現れていない。

雪解け水の調査を行った山の下公園も上川町に

あり、石狩川本流に注いでいるはずである。考察

を進めるために、山の下公園の雪から滴る水が石

狩川に流れるまでの水質を追うことにした。

図２４ 土壌を通過した水の調査

測定場所は、雪解け水の測定場所から数メート

ル離れた、ちょろちょろとした「小川」である。

、 、 、図２５ 図２６を見ると 横軸の日数に対して

電気伝導度値は６０μS/cm程度で一定であり、

ｐＨ値は６．８程度で、ほぼ一定であった。

雪から滴る水は酸性を示していたが、小川の水

は、ほぼ中性である。

この原因は、雪解け水が「土」を通過したため

であると考えている。土には、ｐＨを一定に保と

うとする緩衝作用があるのではないかと考える。

また電気伝導度値も一定ということから、小川の

水は、イオン濃度が一定であると考えられる。こ

れは、土を通過する前のイオンが多い時にはイオ

ンの吸着作用が働き、少ないときは土からのミネ

ラルが放出しているのではないかと考えている。

（別紙様式２）



図２５ 土壌を通過した水の経日変化（ＥＣ）

図２６ 土壌を通過した水の経日変化（ＥＣ）

以上のように土壌を通過させることで水質が変

化する現象を実験室でも確かめた。図２７のよう

に筒状のプラスチック容器に黒土をつめ、希硫酸

水溶液を通した後のｐＨを測定した。

図２７ 硫酸水溶液を土に通す実験

結果を図２８に示す 「黒土」との比較のため、。

砂をつめたものを対照実験とした。

。ｐＨ３の硫酸水溶液を通過させる実験を行った

砂を通過させた水は、比較的早くｐＨ３に近づい

ていったのに対し、黒土の方は、ｐＨ６．２程度

で一定となった。ｐＨを中性て保つ「土」の働き

、 。 、は 実験室でも確認できた 一連の研究を通して
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生徒たちは、上川町にも雪という水質の汚染源と

なるものが存在し、また「土」という浄化作用を

もつものが存在することを学習した。ＧＬＯＢＥ

委員会のここ２年間の水質調査の中で、水→大気

→雪→土→水という「水」のサイクルを学んだ。

図２８ 硫酸水溶液を土に通す実験（砂との比較）

カ 当麻鍾乳洞水質調査

８月、１０月と２回にわたり、当麻鍾乳洞水質

調査を実施した。この調査を実施した目的は、鍾

乳石の成分である炭酸カルシウムは、酸性の水に

溶けやすく、酸性雨が鍾乳石を滴るまでの水質を

調査することで、水質が自然環境に与える影響を

考察できるのではないかと推測したためである。

調査結果は、ｐＨが７．２～８．０となる弱アル

カリ性、電気伝導度が２００μS/cm程度となり、

多くのイオンを含んでいることがわかった。しか

し、この調査は、成分まではわからないので、詳

細をつかむには限界があると感じている。

図２９ 当麻鍾乳洞水質調査

キ 北海道高校生自然環境ミーティング

平成２２年８月１日～３日にかけて「北海道高

校生自然環境ミーティング2010」が開催された。

この催しは、本校が「地域環境学習」および「石

（別紙様式２）



（別紙様式２）

狩川水質調査発表会」で講師を引き受けてくださ

っているＮＰＯ法人当別エコロジカルコミュニテ

ィーの山本幹彦氏が主催したもので、一昨年度よ

り実施された企画である。一昨年度「洞爺湖サミ

ット」が行われ、また高校生も参加できる環境に

ついて考える催し物が多数行われたが、その多く

は一過性で終わってしまっている感がぬぐいきれ

なく 「高校生の環境への意識を高揚させる継続性、

のある大会」をつくりたいという目的で山本先生

が企画した。実施にあたって、プログラムの中身

は、標茶高校、上川高校も関わって決められた。

、 。集合場所は 当別町旧川下小学校の体育館である

川下小学校は、既に廃校になっているが、山本

先生が当別町から借り受けて、環境に関する様々

な取組を行っている会場として利用されている。

プログラムの内容は、アイスブレイク、ラムサ

ール条約に登録されている「宮島沼」についての

講義、当別川での水質調査（図３０参照 、次年度）

に向けての約束決め（図３１参照）であった。

高校生が今できることについて真剣に討論する

貴重な場であった。

図３０ 他校の高校生と実施する水質調査

図３１ 次年度に向けての約束披露

ク 環境学習フェア２０１０への参加

平成２２年８月３１日に環境学習フェアが開催

された。本校は、北海道スーパーネイチャーハイ

スクールの指定校として参加した。

昨年度は、指定を受けている学校がすべて札幌

に集まって、プレゼンテーションソフトによる口

頭発表を行ったが、今年度は、フェア会場におけ

るポスターセッションによる発表であった（図３２

参照 。）

発表内容は、上記の「土壌による水質浄化」に

ついてである。発表以外にも環境学習に関する様

々なプログラムが用意されており、生徒たちは刺

激を受けてきた。講演の講師として、環境カウン

セラー・札幌市環境保全アドバイザーのビアンカ

・フュルスト氏のほか、当別エコロジカルコミュ

ニティーの山本幹彦氏が招かれていた。

図３２ ポスターセッションでの発表

ケ 「第６回グローブ日本生徒の集い」

平成２２年１２月１７日～１９日にかけて東京

都で行われた「第６回グローブ日本生徒の集い」

に生徒６名が参加した。本校は５度目の参加とな

る。この大会は、グローブ指定校が指定期間２年

間の研究成果をプレゼンテーションソフトによる

口頭発表とポスター発表で紹介するものである。

、この他にもアイスブレイクなどの交流プログラム

高校生が小・中学生に実験を紹介するコーナー、

大学の先生方による講義、夜の星空観察など生徒

たちにとっては、とても新鮮なプログラムばかり

であった。全国各地の生徒との深い交流をもつこ

とができた。

図３３ 発表準備 ヒグマの毛皮など



図３４ 交流プログラムの様子

図３５ GLOBE at Night 星空観察

図３６ ポスター発表

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

本研究の主題である「地域に根ざした環境教育の

在り方」につながったと考えられる成果を挙げる。

１点目として、連携している上川中学校や上川町

の方々との協力体制により 「地域を巻き込んだ行、

事」と感じとれることが挙げられる。上記で述べた

「地域環境学習」や「石狩川水質調査発表会」の他

に、今年度は新たに図３７で示すような「町民参加

型の水質調査」を行った。図３７は、ＧＬＯＢＥ委

員の２年生の生徒が、上川町町の一般の方々にＣＯ

Ｄの調査方法を教えている様子である。今後も地域

の方々に向けて何か発信できないかを深く考えてい

きたい。

図３７ 町民参加による水質調査

２点目として、他校の高校生と交流をもてたこ

とが挙げられる。上川高校は、ＧＬＯＢＥ指定

を受けてから５期目となり、水質調査方法は先

輩から後輩へと伝えられる体制は確立している。

ＧＬＯＢＥは、環境調査活動の普及を目的とし

ているので、他校の高校生にも水質調査方法を

伝えることは、上川高校の使命であると考えて

いる。上記で述べた「北海道高校生自然環境ミ

ーティング」のような水質調査方法を多くの高

校生に伝える活動を引き続き実践していきたい。

３点目として、地域の特徴を活かした研究である

ことを挙げる。ＧＬＯＢＥ委員の研究テーマである

「土壌」の研究は、石狩川の水質にはじまり、積雪の

水質調査、雪解け水の調査から生徒が自発的に考えた

結果、生まれたテーマであった。各々のテーマ、身の

回りの自然と関わったものであり、また、水→大気→

雪→水 といった水が地球上で循環する過程を学ぶテ

ーマとなった。

４点目として、上川高校でＧＬＯＢＥ活動を行

った生徒が卒業後も引き続き、環境調査活動を行

っていることを挙げる。本校の卒業生である本間亜

由美さんは、専門学校進学後も水質・大気・土壌の

分析を精力的に継続している。彼女はＧＬＯＢＥ事

務局職員である東京学芸大学の吉富先生から進学後

の活動について追跡調査を受けている。ＧＬＯＢＥ

は教育プログラムであり、卒業後の活動に活かされ

ているかが調査対象となっている。また、今年度行

われた「グローブ日本生徒の集い」では、卒業生で

ありながら、開催場所である東京まで招待を受け、

高校時代のグローブ活動を発表する機会が設けられ

た。本人にとっても発表を聞いた小・中・高等学校

生にも為になるプログラムであった。彼女は上川中

学校出身者であり、中高一貫教育の中に環境教育を

（別紙様式２）
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取り入れて、ＧＬＯＢＥ指定を５期続けている成果

だと言える。

図３８ 本校卒業生がＧＬＯＢＥ事務局から取材を

受けている様子

図３９ 卒業生も招待を受けた「生徒の集い」

２ 研究の課題

本校は、ＧＬＯＢＥ事業を平成１３年度から指定を

受け、今年度で５期目となった。校内および連携して

いる中学校においては、水質調査方法が伝承していく

システムは構築された。今後の課題は、校外において

他校の高校生などに普及するような活動を積極的に実

施していくことである。

校内では授業内容を発展させる上で１年生の「大雪

基礎」では、上川町の自然がわかる授業を多く取り入

れていきたい。特に水生生物の生息についての知見を

体験活動を通して得る授業にしていきたい。

Ⅴ 今後の展望

1 石狩川水質調査の継続実施

１年生において、５月から１０月まで毎月第４水

「 」 、曜日の５・６校時に 大雪基礎 の授業を利用して

町内を流れる石狩川及びその支流である留辺支部

川、エチャンケップ川の４カ所で定期水質調査を行

う。また、各クラス選出の 委員が中心とＧＬＯＢＥ

なって、札幌までの「石狩川遠征水質調査」を夏季

休業中に行う。

連携型中高一貫教育を推進している上川町立上川

中学校との中高合同総合学習として 「地域環境学、

習」の実施や 「高校生が中学生に指導する」こと、

に重点を置いた合同の石狩川水質調査を行う。

２ 調査対象の拡大

１年生が行う石狩川水質調査の中で、水生生物の

観測を取り入れる。特に各調査ポイントでの水生昆

虫の比較などを行っていく。

ＧＬＯＢＥ委員の活動については、石狩川の水質

を中心に調査を行ってきたが、近年は、雪、ダム、

鍾乳洞の水質などに調査対象を拡大しており、今後

も生徒の興味・関心、また、上川町の人々の生活と

の関わりを踏まえて、調査対象を拡大する。

３ 発表活動の充実

調査活動をまとめ、発表する活動を充実する。

・本校主催による「石狩川水質調査発表会」の実施

する。

・ 私たちの身のまわりの環境地図作品展」や「高「

」 。校生環境学習ポスターセッション への参加する

・上川高校も立ち上げに関わった「高校生自然環境

ミーティング」で他校の高校生に水質調査方法を

伝える。

４ その他

中高一貫教育連携校である上川中学校との協力体

制を確立し、研究内容の充実、推進を図る。


